
基本目標

推進方策

施策の方向及び具体的施策

現状値（H27） 目標値（H29）

総務課
年平均
8.8日

年平均
10日以上

①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

１　職業生活と家庭・地域生活のバランスのとれた参画支援

１　働き方の見直しの促進 （２）　労働時間短縮等の促進

該当しない

若干進んだと思う 若干、考慮されている

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

平成29年度予定

夏季休暇取得期間において年次有給休暇５日の取得を呼びかけるなど、取得促進の周知を図りたい。

予算額

－

目標値

年平均10日以上

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか －

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか －

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか －

事業に対する評価・課題等

年次有給休暇の取得について、目標値の半分である5日に達していない所属課がある。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか －

性別による固定的な役割分担等が行われていないか －

市職員の年次有給休暇の取得を促進し、職業生活と家庭・地域生活のバランスの取れた、健康的な生活を支援する。

平成28年度実績

平成28年4月～平成29年3月までの年次有給取得日数（病院局除く）　平均9.0日

決算額

－

実績値

9.0日

進捗状況

3

関連事業 担当課
数値目標

計画（第2次）での方向

市職員の年次有給休暇の取得促進

事業の概要
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基本目標

推進方策

施策の方向及び具体的施策

現状値（H27） 目標値（H29）

総務課 ①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

若干進んだと思う 若干、考慮されている

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

平成29年度予定

今後も、国に準じて制度の拡充に努めたい。

予算額

-

目標値

-

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 4

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか -

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか -

事業に対する評価・課題等

国に準じて制度の拡充を行った。育児・介護を行う職員が活用できるよう、分かりやすく制度を周知する必要がある。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか -

性別による固定的な役割分担等が行われていないか -

平成28年度実績

以下のとおり、育児・介護に係る休暇等制度の拡充を実施（H29.4.1～適用）
【正規職員・嘱託職員】
　○介護時間の導入、○育児休業等の制度が利用できる「子」の範囲拡大
【正規職員】
　○長期介護休暇の取得可能期間の緩和、○介護をする職員の支援制度の拡充（時間外勤務の制限）
【嘱託職員】
　○長期介護休暇の導入、○育児（部分）休業取得要件の緩和

決算額

-

実績値

-

進捗状況

4

Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

１　職業生活と家庭・地域生活のバランスのとれた参画支援

１　働き方の見直しの促進 （２）　労働時間短縮等の促進

関連事業

事業の概要

休業・休暇制度について国に準じて制度を整備するとともに、制度の周知を行う。

担当課
数値目標

計画（第2次）での方向

市職員への休業・休暇制度の周知、環境整備
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基本目標

推進方策

施策の方向及び具体的施策

現状値（H27） 目標値（H29）

総務課 ①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

１　働き方の見直しの促進

該当しない

若干進んだと思う 若干、考慮されている

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

平成29年度予定

育児短時間勤務の請求があった場合には、取得にあたり本人及び所属課ともに支障がないよう配慮したい。

予算額

-

目標値

-

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 4

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか -

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか -

事業に対する評価・課題等

配属先については、本人の職歴等を勘案するとともに短時間勤務により業務に支障を来さないよう配慮して決定した。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか -

性別による固定的な役割分担等が行われていないか -

平成20年度より、職員の職業生活と家庭生活との両立を支援するため、職員が職務を完全に離れることなく育児を行うことができるよう、正職員に
育児のための短期間勤務制度を導入した。
　勤務形態：3時間55分/日×週5日（週19時間35分）、4時間55分/日×週5日（週24時間35分）、
　　　　　　 　7時間45分/日×週3日（週23時間15分）、7時間45分/日×週2日+3時間55分/日×週1日（週19時間25分）

平成28年度実績

平成28年度の育児短時間勤務者：1名

決算額

-

実績値

1名

進捗状況

4

関連事業 担当課
数値目標

計画（第2次）での方向

市職員への短時間勤務制度の導入

事業の概要

（３）　在宅勤務等、新しい就業形態等の推進

Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

１　職業生活と家庭・地域生活のバランスのとれた参画支援
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基本目標

推進方策

施策の方向及び具体的施策

現状値（H27） 目標値（H29）

総務課 -
年間上限
360時間

①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

若干進んだと思う 若干、考慮されている

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか -

平成29年度予定

時間外勤務の縮減方策について、引続き検討したい。

予算額

-

目標値

年間上限360時間

性別による固定的な役割分担等が行われていないか -

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか -

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか -

2

事業に対する評価・課題等

時間外取得者の取得平均は月４時間程度であった。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか -

市職員の時間外勤務時間の削減

事業の概要

ワーク・ライフ・バランスを推進するため、市職員の時間外勤務時間の削減を行う。

平成28年度実績

　23,205時間（病院局以外）　前年度比1884時間増
　年間360時間超過職員1人　前年度比±0

決算額

-

実績値

左記参照

進捗状況

Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

１　職業生活と家庭・地域生活のバランスのとれた参画支援

１　働き方の見直しの促進 （３）　在宅勤務等、新しい就業形態等の推進

関連事業 担当課
数値目標

計画（第2次）での方向
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基本目標

推進方策

施策の方向及び具体的施策

現状値（H27） 目標値（H29）

福祉課 ①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

１　職業生活と家庭・地域生活のバランスのとれた参画支援

２　家庭生活における男女共同参画の推進 （２）　男女共同参画による子育ての促進

関連事業 担当課
数値目標

計画（第2次）での方向

保育所・子育て支援センター事業

事業の概要

保育所（園）・地域子育て支援センターなどの情報提供機能を活用し、父親の子育て参加に対する意識啓発を促進していきます。

平成28年度実績

認定こども園や保育所、地域子育て支援拠点事業を行っている園にて、イベント等における協力など父親の子育て参加に対す
る意識啓発を実施

決算額

0千円

実績値

80%

進捗状況

4

事業に対する評価・課題等

意識して啓発を実施し、男女共同参画ができている。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 4

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 4

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 4

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 4

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 4

平成29年度予定

さらなる積極的な啓発に取り組む必要あり

予算額

0千円

目標値

100%

実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

該当しない
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基本目標

推進方策

施策の方向及び具体的施策

現状値（H27） 目標値（H29）

福祉課
【教育総務課】

80% 100% ①充実 ● ②継続 ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

１　職業生活と家庭・地域生活のバランスのとれた参画支援

２　家庭生活における男女共同参画の推進 （２）　男女共同参画による子育ての促進

関連事業 担当課
数値目標

計画（第2次）での方向

幼稚園の情報機能の活用による意識の見直し

事業の概要

保育所（園）・地域子育て支援センター・幼稚園・小学校などの情報提供機能を活用し、父親の子育て参加に対する意識啓発を促進していきます。

平成28年度実績

保育所や地域子育て支援拠点事業を行っている園にて、イベント等における協力など父親の子育て参加に対する意識啓発を実
施

決算額

0千円

実績値

80%

進捗状況

4

事業に対する評価・課題等

意識して啓発を実施し、男女共同参画ができている。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか

性別による固定的な役割分担等が行われていないか

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか

平成29年度予定

　前年度と同じ

予算額

0千円

目標値

100%

実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

該当しない
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基本目標

推進方策

施策の方向及び具体的施策

現状値（H27） 目標値（H29）

学校教育課 90% 100% ①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

若干進んだと思う 若干、考慮されている

あまり進んでいない

Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

１　職業生活と家庭・地域生活のバランスのとれた参画支援

ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

該当しない

実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

平成29年度予定

引き続き、父親の積極的な参加を呼び掛け、男女参画の重要性を発信していく。
早めに学校行事等の予定を知らせ、参加しやすい環境づくりを行う。
行事の企画についても、父親が参加しやすい計画等を検討する。

予算額

目標値

100%

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 4

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 4

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 4

事業に対する評価・課題等

父親が参加しやすく、父親の協力を得やすい行事内容を設定する必要がある。
まだまだ母親が中心で、父親を巻き込んだ取り組みは不十分であった。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 4

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 4

父親の子育て参加に対する意識啓発の促進。
学校行事、ＰＴＡ活動等、学校教育活動への父親参加の呼びかけ。
よりよい子育てを目指しての研修啓発活動の実施。

平成28年度実績

学校行事等への父親の参加も積極的で、よい協力体制が整っている。
運動会や学校行事に両親そろって参加し、子どもとふれあうことができた。
日曜日に授業参観日を多く実施した。

決算額

実績値

91%

進捗状況

4

関連事業 担当課
数値目標

計画（第2次）での方向

（２）　男女共同参画による子育ての促進２　家庭生活における男女共同参画の推進

おやじの会推進事業（事業を実施している小中
学校割合）

事業の概要
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基本目標

推進方策

施策の方向及び具体的施策

現状値（Ｈ27）目標値（H29）

保険健康課 ①充実 ● ②継続 ③新規

【パパママスクール】

(対象）宇和島市に居住地を有する妊婦及びその配偶者 延人数
（再掲）
妊婦

（再掲）
夫

（別掲）
子等

(場所・従事者）宇和島保健センター・保健師、栄養士
(回数）年5回（日曜３回・平日夜間２回）
（内容）栄養についての講話、試食、夫の妊婦体験、父親の役割
　　　　　妊婦体操、沐浴実習、育児についての講話等

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

若干進んだと思う 若干、考慮されている

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

かなり進んでいる 十分に考慮されている

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか

性別による固定的な役割分担等が行われていないか

関連事業 担当課
数値目標

計画（第2次）での方向

両親学級

事業の概要

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

平成29年度予定

・年5回、参加しやすい日曜日と平日の夜間開催予定。定員オーバーしてもキャンセル待ちを控え、出来るだけ参加出来るよう工
夫する。
・育児面を重視し、虐待予防や母親の自己肯定感についての内容を取り入れる。

予算額

10千円

目標値

-

実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

5

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 5

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 5

事業に対する評価・課題等

・マタニティー編と育児編を合体させ、目的を「妊婦及び夫が親になる意識を高める」こととし、育児面を重視した内容とした。
・毎回ほぼ定員いっぱいの参加で、全員が夫婦での参加であり、満足度も高い。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 5

5

妊婦及びその家族に対し、子どもを健康に産み育てるための知識・技術について支援し、母子保健の向上に努める。また、妊娠・出産に対する不
安の軽減を図り、仲間作りの場とするものである。

平成28年度実績

決算額

12千円

実績値

5講座
進捗状況

4

回数

２　家庭生活における男女共同参画の推進 （３）　男性の家事・育児等への参画促進

Ⅲ　男女がともに充実した生活をおくることができる環境づくり

１　職業生活と家庭・地域生活のバランスのとれた参画支援

5 128 64 64 0

80


